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E
U

競
争
法
に
お
け
る
和
解
（
海
江
戸
3
2

）
手
続
の
導
入
と

課
題

庄

克

宏

司

EU 競争法における和解（settlement）手続の導入と課題

一
は
じ
め
に

二
和
解
手
続
導
入
の
背
景

三
和
解
手
続
の
概
観

四
和
解
手
続
の
特
徴
と
問
題
点

五
結
語
に
代
え
て

は
じ
め
に

E
C

条
約
第
八
一
条
（
競
争
制
限
的
行
為
の
禁
止
）
お
よ
び
第
八
二
条
（
支
配
的
地
位
の
濫
用
の
禁
止
）(1

) 

（
ゆ
民2
8
B
g
S

を
強
化
す
る
た
め
に
、
規
則
一
七
／
六
二
を
改
正
し
て
制
定
さ
れ
た
規
則
一
／
二

O
O

三
が
、
二
O
O
四
年
五
月

(2
) 

一
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
施
行
規
則
と
し
て
規
則
七
七
三
／
二

O
O
四
が
制
定
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
様
々
な

告
示
（
Z
2
w
o
）
も
出
さ
れ
て
い
る
。

の
道
守
確
保

575 



こ
れ
ら
は
、
E
U

競
争
法
の
遵
守
確
保
制
度
の
「
現
代
化
」
（B
。
e
s

－s
z
。
ロ
）
と
総
称
さ
れ
る
。
そ
の
主
な
特
徴
は
、
第
一
に

の
事
前
届
出
制
の
廃
止
、
第
二
に
E
U

競
争
法
の
分
権
的
適
用
、
お
よ
び
、
第
三
に
事
後

576 
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適
用
免
除
（
E
C
条
約
第
八
一
条
三
項
）

(3
) 

的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
に
あ
る
。

E
U

レ
ベ
ル
の
競
争
当
局
で
あ
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

E
U

競
争
法
違
反
行
為
の
う
ち
、
と
く
に
カ
ル
テ
ル
の
摘

(4
) 

発
と
抑
止
を
目
的
と
し
て
、
制
裁
金
算
定
方
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
の
厳
罰
化
、
カ
ル
テ
ル
を
対
象
と
す
る
リ

(5
)(

6
)(

7
) 

l

ニ
エ
ン
シ
l

（
制
裁
金
減
免
）
制
度
の
改
正
強
化
、
私
訴
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
の
強
化
の
検
討
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

(8
) 

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
和
解
手
続
」
（
ω
立
己
σ
B
g

仲
間
肖R
a
c
B

）
を
導
入
し
た
。
す
な
わ
ち
、
二

O
O
八

そ
の
後
、

他
方
、
以
上
に
加
え
て
、

年
六
月
三
O
日
、
「
カ
ル
テ
ル
事
件
に
お
け
る
和
解
（
ω
旦
己
ゆ5
8
5

手
続
の
処
理
に
関
し
て
、
規
則
（
E
C
）
七
七
三
／
二
O
O
四

(9
) 

を
改
正
す
る
二
O
O
八
年
六
月
三
O
日
付
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
規
則
（
E
C
）
六
二
二
／
二
O
O
八
」
（
以
下
、
同
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ

た
規
則
七
七
三
／
二
O
O

四
を
、
非
改
正
部
分
を
含
め
て
改
正
規
則
七
七
三
／
二
O
O

四
と
略
称
す
る
）
お
よ
び
「
カ
ル
テ
ル
事
件
に
お
い

一
／
二
O
O
三
第
七
条
及
び
第
二
三
条
に
従
っ
て
決
定
を
採
択
す
る
た
め
の
和
解
手
続
の
処
理
に
関
す
る

て
理
事
会
規
則
（
E
C
）

（
叩
）

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
告
示
」
（
以
下
、
和
解
手
続
告
示
）
を
採
択
し
た
。
改
正
規
則
七
七
三
／
二
O
O
四
は
二
O
O

八
年
七
月
一
日
に
効
力

を
発
生
し
た
。

和
解
手
続
は
、
上
記
の
リ
l

ニ
エ
ン
シ
l

制
度
等
と
異
な
り
、
事
業
者
の
自
発
的
な
協
力
を
得
て
カ
ル
テ
ル
の
摘
発
と
抑
止
を
図

る
こ
と
を
直
接
の
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
事
業
者
に
対
す
る
制
裁
金
の
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
を
見
返
り
に
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
が
カ
ル
テ
ル
事
件
の
一
層
迅
速
か
つ
効
率
的
な
処
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ

（
日
）

た
。本

稿
の
目
的
は
、
第
一
に
和
解
手
続
が
導
入
さ
れ
た
背
景
を
述
べ
た
後
、
第
二
に
同
手
続
を
概
観
す
る
と
と
も
に
そ
の
特
徴
と
問

題
点
を
指
摘
し
、
第
三
に
和
解
手
続
が
そ
の
導
入
目
的
に
資
す
る
も
の
と
な
り
う
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
う
こ
と



（
ロ
）

で
あ
る
。
な
お
、
和
解
制
度
の
一
般
的
な
長
所
や
短
所
に
つ
い
て
理
論
的
に
考
察
す
る
こ
と
、
ま
た
、

（1
8
σ
R
m
m
E
E
m）と
の
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
等
は
、
本
稿
の
検
討
の
対
象
外
と
す
る
。

ア
メ
リ
カ
の
答
弁
取
引

和
解
手
続
導
入
の
背
景

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
競
争
政
策
担
当
委
員
で
あ
る
ネ
l

リ

l

・
ク
ル
ス

（z
o
o－
－o
同
8
2

）
氏
は
、
二
O
O
五
年
の
講
演
に
お
い
て
、

カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
厳
重
な
取
り
締
ま
り
が
功
を
奏
し
た
反
面
、
そ
れ
に
伴
っ
て
リl
ニ
エ
ン
シ
l

の
申
請
と
第
一
審
裁
判
所
へ
の

EU 競争法における和解（settlement）手続の導入と課題

提
訴
が
急
増
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
E
U

競
争
法
に
和
解
手
続
を
導
入
す
る
可
能
性
を
次
の
よ
う
に
示
唆
し
て
い
る
。

「
第
一
に
、
非
常
に
多
く
の
［
違
反
行
為
の
排
除
を
命
じ
た
り
、
制
裁
金
を
科
す
］
道
守
確
保
決
定
は
、
そ
れ
に
伴
っ
て
必
然
的
に
裁
判

所
へ
の
提
訴
件
数
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
件
の
カ
ル
テ
ル
に
関
す
る
決
定
が
平
均
し
て
三
、
四
件
の
提
訴
を
誘
発
し
て
お
り

ま
す
。
：
：
・

第
二
に
、
免
除
の
申
請
件
数
の
増
加
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
毎
年
実
施
す
る
調
査
件
数
に
直
接
の
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

第
三
に
、
［
二
O
O
二
年
リ
l

ニ
エ
ン
シ
l

告
示
に
基
づ
く
］
現
行
の
欧
州
リ
l

ニ
エ
ン
シ
l

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
理
想
世
界
な
ら
ば
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
自
分
た
ち
に
提
出
さ
れ
る
す
べ
て
の
申
請
を
処
理
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
は
申
請
者

た
ち
を
不
安
定
な
状
況
に
置
く
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
：
：
。

そ
の
た
め
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
カ
ル
テ
ル
取
り
締
ま
り
に
成
功
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
犠
牲
に
な
る
と
い
う
危
険
を
目
し
て
い
る
と
い

う
確
信
が
私
の
中
で
ま
す
ま
す
募
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
の
長
期
的
な
実
効
性
、
持
続
的
な
ゼ
ロ
容
認
戦
略
を
損
な
い
か
ね
ま
せ

（
臼
）

ん
。
」

以
上
の
指
摘
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

E
U

競
争
法
に
和
解
手
続
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
そ
の
動
機
と
し
て
二
つ
の
要

(H
) 

因
が
存
在
し
た
と
言
わ
れ
る
。
第
一
の
要
因
は
、
リ
l

ニ
エ
ン
シ
l

制
度
の
導
入
に
よ
り
、
と
く
に
二

O
O

二
年
告
示
以
降
、
カ
ル

577 
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テ
ル
事
件
の
処
理
件
数
が
急
増
し
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
決
定
に
至
る
ま
で
に
平
均
し
て
約
三
年
半
を
要
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

（
日
）

る
。
ま
た
、
第
二
の
要
因
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
決
定
の
取
消
を
求
め
る
訴
訟
（
第
一
審
裁
判
所
へ
の
提
訴
お
よ
び
欧
州
司
法
裁
判
所

（
日
）

へ
の
控
訴
）
の
件
数
増
大
に
伴
う
コ
ス
ト
で
あ
る
。
た
と
え
リl
ニ
エ
ン
シ
l

の
申
請
が
あ
っ
て
も
、
制
裁
金
の
減
免
に
不
服
が
あ

る
場
合
に
は
提
訴
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
つ
の
カ
ル
テ
ル
事
件
で
あ
っ
て
も
、
複
数
の
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
取
消
訴
訟
を
提
起
す

る
。
競
争
法
分
野
（
国
家
援
助
を
除
く
）
に
お
け
る
第
一
審
裁
判
所
へ
の
提
訴
件
数
は
、
二0
0
0

年
三
六
件
、
二
O
O

一
年
三
六

件
、
二
O
O
二
年
六
一
件
、
二
O
O

三
年
四
三
件
、
二
O
O

四
年
三
六
件
、
二
O
O

五
年
四
O
件
、
二
O
O
六
年
八
一
件
、
二
0
0

（
口
）

七
年
六
二
件
と
な
っ
て
い
る
。

改
正
規
則
七
七
三
／
二
O
O

四
の
前
文
凶
に
は
「
そ
れ
ゆ
え
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
カ
ル
テ
ル
事
件
を
一
層
迅
速
か
つ
効
率
的
に

（
国
）

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
和
解
手
続
が
確
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
迅
速
か
つ
効
率

的
な
カ
ル
テ
ル
事
件
の
処
理
に
よ
り
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
資
源
が
他
の
事
件
に
振
り
向
け
ら
れ
る
結
果
、
カ
ル
テ
ル
の
摘
発
率
が
上

（
叩
）

E
U

競
争
法
の
道
守
確
保
の
効
率
性
が
全
般
的
に
向
上
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

578 

が
り
、
ま
た
、

和
解
手
続
の
概
観

カ
ル
テ
ル
事
件
に
お
け
る
通
常
の
違
反
決
定
手
続

規
則
一
／
二
O
O

三
第
二
三
条
お
よ
び
第
七
条
に
基
づ
く
決
定
の
採
択
に
至
る
手
続
（
以
下
、
違
反
決
定
手
続
）
に
基
づ
き
、

ル
テ
ル
事
件
の
処
理
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
（
泌
［
図
参
照
］

0

カ

第
一
に
、
違
反
決
定
手
続
の
開
始
は
、
リ
l

ニ
エ
ン
シ
l

の
申
請
、
正
当
な
利
益
を
示
す
こ
と
の
で
き
る
自
然
人
ま
た
は
法
人
お

（
幻
）

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
職
権
探
知
に
よ
る
。

よ
び
加
盟
国
に
よ
る
申
立
、
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図：カルテル事件における和解手続

I i 

リーニエンシーの申請

正当な利益を示す者からの申立

職権探知

異議告知書

E’’
v 

第一審裁判所への提訴

（細い線は通常の違反手続の流れ、太い線は和解手続に関連する流れを示す）

Andreas Stephan, The Direct Settlement of EC Cartel 白ses, ESRC Centre for Competition Policy, 

December 2007 (available at http:/ I ec.europa.eu/ comm/ competition/ cartels/legislation/ cartelsｭ

settlements/astephan.pdf), p. 42 に依拠して作成。
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第
二
に
、

(m
) 

れ
る
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
当
該
事
業
者
に
対
す
る
情
報
提
供
要
求
、
立
入
検
査
等
が
な
さ

580 

（
お
）

第
三
に
、
当
該
事
業
者
へ
の
異
議
告
知
書
（
ω
g
g
B
8
2

同
。z
o
a
g
ω）
の
送
付
、
聴
聞
の
実
施
、

フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
競
争
総
局
お
よ
び
加
盟
国
競
争
当
局
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
「
競
争

制
限
的
行
為
及
び
支
配
的
地
位
に
関
す
る
諮
問
委
員
会
」
（

5
0
〉
を
g
ミ

ε
B
E
2
2
8

同
g
E
a

認
可

5
2
5
2

邑
ロ
。
E
・

（
剖
）

S
E
g
ω
E
S
ω

）
（
以
下
、
諮
問
委
員
会
）
へ
の
諮
問
等
が
行
わ
れ
る
。

（
お
）

第
四
に
、
当
該
事
業
者
に
対
す
る
違
反
決
定
が
採
択
さ
れ
、
違
反
行
為
の
排
除
、
制
裁
金
等
が
命
じ
ら
れ
る
。
こ
の
決
定
に
不
服

（
部
）

が
あ
る
場
合
、
第
一
審
裁
判
所
に
取
消
訴
訟
（
E
C
条
約
第
三
一
δ

条
）
が
提
起
さ
れ
る
。

当
該
事
業
者
か
ら
の
異
議
告
知
書
へ
の
回
答
、

(2) 

カ
ル
テ
ル
事
件
に
お
け
る
和
解
手
続

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
和
解
手
続
に
入
る
か
否
か
に
つ
い
て
裁
量
権
を
有
し
て
い
る
（
和
解
手
続
告
示
第
三
、
五
段
）
。
事
業
者
に
和
解

の
権
利
は
な
い

和
解
手
続
は
違
反
決
定
手
続
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
［
図
参
照
］
。
第
一
に
和
解
の
可
能
性
に

つ
い
て
の
打
診
が
な
さ
れ
、
第
二
に
和
解
協
議
（

8
E
O
B
O
E
E
R
g

位
。
ロω
）
が
開
始
、
実
施
さ
れ
る
。
第
三
に
和
解
申
請
書

（
和
解
手
続
告
示
第
六
段
）
。

（ω
旦
己
0
5
0
E
ω
ロ
σ
日
町
位
。
ロω
）
の
作
成
と
提
出
が
な
さ
れ
、
第
四
に
そ
れ
を
、
つ
け
て
和
解
に
基
づ
く
異
議
告
知
書
が
作
成
さ
れ
、
当

事
者
が
受
諾
す
る
と
、
最
後
に
和
解
決
定
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
正
式
に
採
択
さ
れ
る
。

①
和
解
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
打
診

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
調
査
の
段
階
で
、
当
事
者
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
和
解
の
可
能
性
に
つ
い
て
関
心
を
表
明
す
る

（
幻
）

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
リ
l

ニ
エ
ン
シ
l

申
請
者
や
調
査
措
置
の
対
象
者
の
よ
う
に
、
調
査
の
存
在
を
知
る
事
業
者
は
、
そ



（
却
）

の
段
階
で
す
で
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
し
て
和
解
を
行
う
こ
と
に
関
心
を
有
し
て
い
る
旨
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

②
 
和
解
協
議
の
開
始
と
実
施

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
あ
る
事
件
が
和
解
に
適
し
て
い
る
と
み
な
す
な
ら
ば
、
調
査
が
異
議
告
知
書
の
起
草
段
階
に
達
し
た
段
階
で

違
反
決
定
手
続
を
開
始
す
る
（
和
解
手
続
告
示
第
九
段
）
。
（
こ
の
よ
う
に
、
和
解
協
議
が
始
ま
る
の
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
カ
ル
テ
ル
に
関

す
る
証
拠
の
収
集
と
分
析
を
行
い
、
当
該
事
業
者
に
異
議
を
提
起
す
る
準
備
が
で
き
た
状
態
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
）
次
い
で
コ
ミ

ツ
シ
ョ
ン
は
、
書
面
に
よ
る
関
心
表
明
の
た
め
の
最
終
期
限
（
二
週
間
）
を
設
定
し
て
、
違
反
決
定
手
続
の
当
事
者
す
べ
て
に
つ
い

（
却
）

て
和
解
協
議
に
入
る
こ
と
に
関
心
を
有
す
る
か
否
か
を
文
書
で
打
診
す
る
（
改
正
規
則
七
七
三
／
二
O
O
四
第
一
O
a
条
一
項
、
第
一
七
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条
コ
一
項
、
和
解
手
続
告
示
第
一
一
段
）
。
当
事
者
の
書
面
に
よ
る
要
請
に
基
づ
き
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
違
反
決
定
手
続
の
開
始
か
ら
異

（
却
）

議
告
知
書
の
採
択
ま
で
の
聞
に
和
解
協
議
を
行
う
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
和
解
手
続
告
示
第
一
四
段
）
。

和
解
協
議
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
競
争
当
局
と
和
解
候
補
者
と
の
間
の
二
者
閉
会
合
に
よ
り
行
わ
れ
る
（
和
解
手
続
告
示
第
一
四
段
）
。

和
解
協
議
中
に
開
示
さ
れ
る
情
報
に
つ
い
て
、
改
正
規
則
七
七
三
／
二

O
O
四
第
一
O
a
条
二
項
一
段
に
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ

て
い
る
。

「
和
解
協
議
に
加
わ
る
当
事
者
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
次
の
点
に
つ
い
て
情
報
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
当
事
者
に
対
し
て
提
起
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
異
議
、

川
想
定
さ
れ
て
い
る
異
議
を
決
定
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
証
拠
、

判
当
事
者
が
カ
ル
テ
ル
の
一
定
期
間
又
は
他
の
特
定
の
側
面
に
関
す
る
自
己
の
位
置
を
確
定
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
目
的
で
当
事
者
に

よ
る
要
請
が
正
当
化
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
当
該
時
点
で
事
件
フ
ァ
イ
ル
に
含
ま
れ
て
い
る
特
定
の
ア
ク
セ
ス
可
能
な
文
書
の
非
公

開
で
な
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
、
及
び
、

潜
在
的
な
制
裁
金
の
範
囲
。
」

581 

(d) 



こ
の
よ
う
に
し
て
、
和
解
協
議
で
は
適
時
に
、
想
定
さ
れ
て
い
る
異
議
を
支
持
す
る
フ
ァ
イ
ル
の
証
拠
に
基
づ
い
て
、
容
疑
事
実
、582 
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そ
れ
ら
の
位
置
づ
け
、
違
反
の
重
大
性
お
よ
び
期
間
、
責
任
の
帰
属
、
予
想
さ
れ
る
制
裁
金
の
程
度
の
見
積
も
り
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
事
件
フ
ァ
イ
ル
に
含
ま
れ
る
ア
ク
セ
ス
可
能
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
（
証
拠
以
外
の
）
他
文
書
は
、
事
業

者
が
所
与
の
期
間
ま
た
は
問
題
に
お
け
る
自
己
の
立
場
を
確
定
す
る
た
め
に
正
当
化
さ
れ
、
こ
の
開
示
に
よ
り
和
解
手
続
で
追
求
さ

（
氾
）

れ
て
い
る
全
体
的
な
効
率
性
が
危
険
に
晒
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
理
由
を
付
し
た
要
請
に
よ
り
開
示
さ
れ
う
る
（
和
解
手
続
告
示
第
一

五
、
一
六
段
）
。

③ 

和
解
申
請
書
の
作
成
と
提
出

和
解
協
議
が
進
展
し
、
想
定
さ
れ
る
異
議
の
範
囲
お
よ
び
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
科
さ
れ
る
制
裁
金
の
範
囲
の
見
積
も
り
に
関
し

て
共
通
の
理
解
に
至
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
全
体
的
な
協
議
の
進
展
に
照
ら
し
て
手
続
上
の
効
率
性
が
達
成
さ
れ
る
見
込

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
少
な
く
と
も
一
五
営
業
日
の
期
限
を
設
定
し
て
、
事
業
者
に
最

み
が
あ
る
と
の
暫
定
的
な
見
解
に
達
す
る
と
き
、

終
的
な
和
解
申
請
書
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
改
正
規
則
七
七
三
／
二O
O
四
第
一
O
a

条
二
項
、
第
一
七
条
三
項
、
和
解
手
続

（
担
）

告
示
第
一
七
段
）
。
和
解
申
請
書
は
、
定
型
の
書
式
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
、
和
解
協
議
の
結
果
に
沿
っ
て
起
草
さ
れ
る
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
和
解
に
よ
る
事
件
の
解
決
を
望
む
当
事
者
は
和
解
協
議
へ
の
関
心
を
申
告
し
た
後
、
事
業
者
ご
と
に
代
表
を

（
お
）

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
協
議
し
た
条
件
で
か
つ
以
下
を
含
む
和
解
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
和
解
手
続
告

一
人
任
命
し
、

(a）示
第

。

段

当
事
者
の
違
反
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
の
自
認
（
違
反
行
為
の
目
的
、
当
事
者
の
役
割
、
違
反
へ
の
参
加
期
間
な
ど
の
情
報
を
含

む

(c) (b) 

当
事
者
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
科
さ
れ
る
と
予
想
す
る
制
裁
金
の
上
限
額
の
表
記

当
事
者
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
異
議
に
つ
い
て
十
分
な
情
報
を
受
け
、
ま
た
、
聴
聞
の
機
会
を
十
分
に
与
え
ら
れ
た
旨
の
確
認



同
当
事
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
お
よ
び
公
式
の
口
頭
聴
聞
を
求
め
な
い
旨
の
確
認

同
当
事
者
が
所
定
の

E
U

公
用
語
で
異
議
告
知
書
お
よ
び
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
最
終
決
定
を
受
領
す
る
旨
の
同
意

当
事
者
は
和
解
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
決
定
が
和
解
申
請
の
内
容
を
最
終
的
に
反
映
し
、
そ
れ
に
示

(M
) 

さ
れ
る
制
裁
金
の
上
限
よ
り
高
い
制
裁
金
を
科
さ
な
い
と
い
う
条
件
に
服
し
て
、
和
解
手
続
に
従
う
旨
確
約
す
る
（
和
解
手
続
告
示

（
部
）

第
二
一
、
二
二
段
）
。
事
業
者
か
ら
和
解
申
請
書
が
提
出
さ
れ
る
と
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
競
争
総
局
は
受
領
書
を
送
付
す
る
。

和
解
に
基
づ
く
異
議
告
知
書
の
作
成
と
当
事
者
の
回
答

④ 

EU 競争法における和解（settlement）手続の導入と課題

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
和
解
要
請
を
考
慮
に
入
れ
て
異
議
告
知
書
を
作
成
す
る
。
異
議
告
知
書
が
当
事
者
の
和
解
申
請
を
反
映
す
る

（
部
）

も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
関
係
当
事
者
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
定
す
る
少
な
く
と
も
二
週
間
の
期
限
内
に
回
答
を
行
い
、
異
議
告
知
書

（
訂
）

が
和
解
申
請
の
内
容
に
合
致
し
て
い
る
旨
、
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
に
和
解
手
続
に
従
う
こ
と
を
引
き
続
き
確
約
す
る
旨
確
認
す
る
（
改

正
規
則
七
七
三
／
二
O
O
四
第
一
O
a
条
三
項
、
和
解
手
続
告
示
第
二
五
、
二
六
段
）
。

⑤ 

和
解
決
定
の
採
択

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
関
係
当
事
者
か
ら
前
述
の
回
答
を
受
け
取
る
と
、
口
頭
聴
聞
お
よ
び
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
省
略
し
て
、

和
解
決
定
（
違
反
決
定
）
案
を
諮
問
委
員
会
に
諮
る
。
そ
の
後
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
委
員
長
を
含
む
全
委
員
の
会
合
に
よ
る
）
が
和
解

（
羽
）
（
却
）

決
定
を
採
択
す
る
。
和
解
決
定
に
お
い
て
制
裁
金
の
最
終
的
な
金
額
が
示
さ
れ
る
が
、
和
解
当
事
者
の
各
々
に
和
解
の
「
報
酬
」
と

（ω
）
 

し
て
制
裁
金
額
の
一
O
パ
ー
セ
ン
ト
が
減
額
さ
れ
る
（
改
正
規
則
七
七
三
／
二

O
O
四
第
一
O
a

条
三
項
、
和
解
手
続
告
示
第
二
八
、
三

O
、
三
二
、
三
三
段
）
。
和
解
決
定
は
、
通
常
の
違
反
決
定
と
同
様
、
E
C

条
約
第
二
三

O
条
（
取
消
訴
訟
）
に
基
づ
く
第
一
審
裁
判

所
（
お
よ
び
欧
州
司
法
裁
判
所
）
の
司
法
審
査
に
服
す
る
（
和
解
手
続
告
示
第
四
一
段
）
。

583 



法学研究 82 巻 1 号（2009: 1) 

四

和
解
手
続
の
特
徴
と
問
題
点

584 

和
解
手
続
の
導
入
に
関
す
る
改
正
規
則
七
七
三
／
二
O
O

四
お
よ
び
和
解
手
続
告
示
に
お
い
て
見
ら
れ
る
和
解
手
続
の
特
徴
と
問

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
裁
量
権
お
よ
び
制
裁
金
の
設
定
、
リ
l

ニ
エ
ン
シ
l

制
度
の
併
用
お
よ
び
私
訴
と
の
関
係
に
関
連
し
て
、

題
点
は
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
裁
量
権
お
よ
び
制
裁
金
の
設
定

（
但
）

欧
州
司
法
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
競
争
政
策
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
広
範
な
裁
量
権
が
存
在
す
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
分
野
で
あ
る
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
和
解
手
続
に
つ
い
て
も
広
範
な
裁
量
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
カ
ル
テ
ル
事
件
に
お
い

て
当
事
者
の
和
解
協
議
に
入
る
関
心
を
探
る
の
に
適
し
て
い
る
の
か
を
決
定
す
る
こ
と
、
実
際
に
和
解
協
議
に
入
る
こ
と
、
和
解
協

議
を
中
止
す
る
こ
と
、
和
解
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
由
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
和
解
手
続
告
示
第
三
、
五
段
）
。

具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
和
解
内
容
と
異
な
る
異
議
告
知
書
お
よ
び
決
定
を
採
択
す
る
権
利
を
留
保
し
て
い
る

（
和
解
手
続
告
示
第
二
七
、
二
九
段
）
。
他
方
、
当
事
者
は
和
解
の
要
請
を
一
方
的
に
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
和
解
手
続
告
示
第

一
一
一
一
段
）
。

制
裁
金
の
上
限
は
前
事
業
年
度
に
お
け
る
総
売
上
高
の
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
（
規
則
一
／
二
O
O
三
第
二
三
条
二
項
）
。
コ
ミ

（
必
）

ツ
シ
ヨ
ン
は
「
共
同
体
法
」
違
反
の
存
在
お
よ
び
適
正
な
制
裁
金
の
問
題
に
つ
い
て
交
渉
し
な
い
と
し
て
い
る
（
和
解
手
続
告
示
第

（
羽
）

二
段
）
。
と
く
に
制
裁
金
の
算
定
に
つ
い
て
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
広
範
な
裁
量
の
余
地
を
有
し
て
い
る
。

（
叫
）

二
O
O
六
年
制
裁
金
算
定
方
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
、
制
裁
金
算
定
方
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
水
平
的
価
格
設
定
、
市
場
分
割
及
び
生
産
量
制
限
を
行
う
協
定
は
通
常
秘
密
裏
に
な
さ
れ
、
ま
さ
に
本
来
的
に
最
も
有
害
な
競
争
制
限



（
必
）

に
当
た
る
。
政
策
の
問
題
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
は
重
い
制
裁
金
が
科
さ
れ
る
。
」

そ
の
た
め
、
水
平
的
価
格
設
定
、
市
場
分
割
、
生
産
量
制
限
な
ど
を
行
う
ハ

l

ド
コ
ア
・
カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
制
裁
金
の
場
合
、

そ
の
基
本
額
は
、
川
違
反
行
為
が
行
わ
れ
た
取
引
市
場
に
お
け
る
当
該
事
業
者
の
直
近
事
業
年
度
の
売
上
高
（
直
近
関
連
売
上
高

（
同Fo
g
－c
ゆ
え
g

－g

）
）
に
対
す
る
上
限
値
と
し
て
三
O
パ
ー
セ
ン
ト
が
通
常
適
用
さ
れ
、
そ
れ
に
違
反
行
為
の
継
続
年
数
を
乗
じ
る

と
と
も
に
、
同
そ
れ
に
「
エ
ン
ト
リ
ー
－
フ
ィ
l

」
（O
E
ミ

p
o
）
と
呼
ば
れ
る
直
近
関
連
売
上
高
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
上
乗
せ
し
て
基
本
額
を
算
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、

ハ
ー
ド
コ
ア
・
カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
制
裁
金
基
本
額
H

直
近
関
連

売
上
高
×
三
O
%
×
継
続
年
数
＋
直
近
関
連
売
上
高
×
一
五
1

二
五
%
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
算
出
さ
れ
た
基
本
額
に
増
額
要

EU 競争法における和解（settlement）手続の導入と課題

件
（
常
習
的
違
反
、
調
査
妨
害
、
違
反
行
為
の
率
先
な
ど
）
お
よ
び
減
額
要
件
（
違
反
行
為
の
即
刻
中
止
（
カ
ル
テ
ル
事
件
以
外
）
、
過
失

（
ロo
m－
－m
g
s

）
、
限
定
的
な
参
加
、
実
効
的
な
協
力
、
公
的
機
関
や
立
法
に
よ
る
許
可
・
奨
励
な
ど
）
が
加
味
さ
れ
て
制
裁
金
が
算
定
さ

（
必
）

れ
る
。
さ
ら
に
、
違
反
対
象
の
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
と
く
に
多
大
な
売
上
高
を
有
す
る
事
業
者
に
対
し
て
は
、
十
分
な
抑
止
効

(U
) 

果
を
確
保
す
る
た
め
、
制
裁
金
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
違
反
の
結
果
と
し
て
不
当
に
得
ら
れ
た
利
得
を
上
回
る
よ
う

（
必
）

に
制
裁
金
を
増
額
す
る
必
要
性
が
考
慮
さ
れ
る
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
一
定
の
場
合
に
は
「
象
徴
的
な
」
（

ω
吉
岡
σ♀
片
）
制
裁
金
を
科（ω

）
 

す
こ
と
も
で
き
る
し
、
特
定
の
事
件
で
制
裁
金
算
定
方
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

事
業
者
が
最
終
的
な
和
解
申
請
書
を
提
出
す
る
た
め
に
は
、
「
和
解
協
議
の
聞
に
な
さ
れ
た
進
展
に
よ
り
潜
在
的
な
異
議
の
範
囲
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
科
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
制
裁
金
の
程
度
に
つ
い
て
の
見
積
も
り
に
関
す
る
、
共
通
の
理
解
に

及
び
、

至
る
」
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
和
解
手
続
告
示
第
一
七
段
）
。
前
述
の
よ
う
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
制
裁
金
等
に
つ
い
て
交
渉
す
る
こ
と

（
回
）

を
否
定
す
る
が
、
「
共
通
の
理
解
」
に
達
す
る
に
は
何
ら
か
の
交
渉
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
最
終
的
な
制

（
日
）

裁
金
額
に
つ
い
て
の
共
通
の
理
解
で
は
な
い
点
に
注
意
を
要
す
る
。
つ
ま
り
、
和
解
申
請
を
提
出
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際
に

（
臼
）

重
要
な
判
断
材
料
と
な
る
制
裁
金
の
最
終
的
な
金
額
が
そ
の
段
階
で
確
定
さ
れ
る
わ
け
で
な
い
。
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(2) 

リ

l

ニ
エ
ン
シ
I

制
度
の
併
用
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リ

l

ニ
エ
ン
シ
l

制
度
は
カ
ル
テ
ル

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

リ

l

ニ
エ

の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
水
平
的
カ
ル
テ
ル
）

ン
シ
l

制
度
を
「
カ
ル
テ
ル
事
件
を
摘
発
す
る
こ
と
及
び
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
立
証
責
任
を
果
た
す
た
め
の
証
拠
を
収
集
す
る
こ
と
」

（
臼
）

を
目
的
と
す
る
「
調
査
道
具
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

二
O
O

六
年
に
改
正
さ
れ
た
「
カ
ル
テ
ル
事
件
に
お
け
る
制
裁
金
免
除
又
は
制
裁
金
減
額
に
関
す
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
告
示
」
（
以

下
、
リ
l

ニ
エ
ン
シ
l

告
示
）
に
は
「
ま
さ
に
本
来
的
に
秘
密
裏
の
カ
ル
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
関
与
す
る
事
業
者
又
は
個
人

（
臼
）

の
協
力
が
な
け
れ
ば
探
知
及
び
調
査
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

制
裁
金
の
全
額
免
除
に
つ
い
て
は
、
公
正
取
引
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
世
界
の
競
争
法

E
U

」
に
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

て
い
る
。

「
［
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
］
が
立
入
検
査
等
の
審
査
活
動
の
実
施
を
決
定
す
る
に
十
分
な
証
拠
を
有
し
て
い
な
い
時
点
で
、
当
該
決
定
を
可
能
に

す
る
証
拠
及
び
コ
l

ポ
レ
l

ト
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
最
初
に
提
出
し
た
事
業
者
又
は
［
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
］
がE
C

条
約
第
八
一
条
違
反
を
認

定
す
る
に
十
分
な
証
拠
を
有
し
て
お
ら
ず
、
か
っ
、
ど
の
事
業
者
に
も
制
裁
金
の
条
件
付
き
免
除
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
時
点
で
、
当
該
違

反
認
定
を
可
能
に
す
る
証
拠
及
び
コ
l

ポ
レ
l

ト
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
最
初
に
提
出
し
た
事
業
者
に
認
め
ら
れ
る
。
コ
ー
ポ
レ
l

ト
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
は
、
事
業
者
が
文
書
又
は
口
頭
の
形
式
で
為
す
も
の
で
、
カ
ル
テ
ル
の
詳
細
な
説
明
及
び
他
の
参
加
事
業
者
名
等
を
含
む
。

制
裁
金
の
全
額
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
者
は
、
［
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
］
が
合
理
的
に
必
要
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
申
請
後
直
ち

に
当
該
カ
ル
テ
ル
へ
の
関
与
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
、
［
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
］
の
審
査
に
全
面
的
に
協
力
し
、
す
べ
て
の
証
拠
を
提
供
す
る
こ
と

及
び
他
の
事
業
者
に
対
し
て
カ
ル
テ
ル
行
為
に
参
加
す
る
よ
う
又
は
カ
ル
テ
ル
行
為
を
続
け
る
よ
う
強
要
し
て
い
な
い
こ
と
が
必
要
と
な

（
日
）

る
。
」

ま
た
、
制
裁
金
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
同
様
に
し
て
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
［
制
裁
金
の
減
額
］の
資
格
を
得
る
た
め
に
は
、
申
請
者
は
、
［
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
］
が
既
に
所
有
し
て
い
る
証
拠
に
関
し
て
著
し
い
付
加



価
値
を
有
す
る
証
拠
を
提
供
し
、
申
請
後
直
ち
に
当
該
カ
ル
テ
ル
へ
の
関
与
を
終
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
要
件
を
最
初
に
満
た

し
た
事
業
者
に
は
三

0
1
五
O
%

の
減
額
、
二
番
目
に
要
件
を
満
た
し
た
事
業
者
に
は
こ
0
1
三
O
%

の
減
額
、
そ
れ
以
降
に
要
件
を
満
た

（
回
）

し
た
事
業
者
に
は
二
O
%

ま
で
の
減
額
が
認
め
ら
れ
る
。
」

以
上
は
リ
l

ニ
エ
ン
シ
l

制
度
の
概
略
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
リ
l

ニ
エ
ン
シ
l

制
度
に
対
し
、
和
解
手
続
は
、
「
正
式
の
決
定

に
至
る
手
続
の
簡
素
化
と
迅
速
化
を
図
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
手
続
上
の
軽
減
と
遵
守
確
保
の
た
め
の
資
源
を
内
部
的
に
再
配
置
す
る

（
町
）

こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
る
。

EU 競争法における和解（settlement）手続の導入と課題

こ
の
よ
う
に
リ

l

ニ
エ
ン
シ
l

制
度
と
和
解
手
続
の
目
的
が
異
な
る
た
め
、
「
事
業
者
が
提
供
す
る
協
力
が
両
方
の
告
示
に
該
当

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
に
従
っ
て
両
方
か
ら
報
酬
が
与
え
ら
れ
る
」
（
和
解
手
続
告
示
第
一
段
）
。
す
な
わ
ち
、
「
和
解
に
至
っ
た
事
件

に
リ
l

ニ
エ
ン
シ
l

申
請
者
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
、
同
人
へ
の
リ
1

ニ
エ
ン
シ
i

に
基
づ
く
報
酬
に
加
え
て
、
和
解
に
つ
い
て
も

制
裁
金
の
減
額
が
な
さ
れ
る
」
（
和
解
手
続
告
示
第
三
三
段
）
。
た
だ
し
、
和
解
協
議
に
入
る
た
め
の
最
終
期
限
が
満
了
し
た
後
に
リ

（
回
）

l

ニ
エ
ン
シ
l

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
和
解
手
続
告
示
第
二
、

一
三
段
）
。

な
お
、
リ
l

ニ
エ
ン
シ
！
と
和
解
の
両
方
に
よ
る
制
裁
金
減
額
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
批
判
も
存
在
す
る
。

「
し
か
し
な
が
ら
、
カ
ル
テ
ル
に
対
し
て
制
裁
金
が
唯
一
の
制
裁
と
な
っ
て
い
る
道
守
確
保
体
制
に
お
い
て
、
制
裁
金
が
す
で
に
年
間
売

上
高
の
一
O
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
法
定
上
限
を
超
え
な
い
よ
う
調
整
さ
れ
た
後
に
、
リ
l

ニ
エ
ン
シ
l

及
び
［
制
裁
金
算
定
上
の
］
軽
減
事

由
に
加
え
て
さ
ら
に
［
和
解
手
続
に
よ
る
］
別
の
制
裁
金
減
額
を
適
用
す
る
に
は
、
資
源
を
他
に
転
用
で
き
る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
と

（
印
）

抑
止
の
喪
失
と
の
聞
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

私
訴
と
の
関
係

n
d
 

二
O
O
八
年
四
月
二
日
、
「
E
C

ア
ン
チ
ト
ラ
ス
ト
・
ル

l

ル
の
違
反
に
対
す
る
損
倍
賠
償
請
求
訴
訟
に
関
す
る
白
書
」
が
採
択

587 



さ
（
問
、

E
U

競
争
法
違
反
に
よ
る
被
害
者
が
国
内
裁
判
所
で
容
易
に
救
済
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る

E
U

立
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法
を
制
定
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
和
解
制
度
は
一
般
に
、
関
連
情
報
の
公
開
を
妨
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
裁
判
所
に
お
け
る
損
害
賠
償
訴
訟
（
と
く
に
競

（
臼
）

争
当
局
の
決
定
を
、
つ
け
て
行
わ
れ
る
フ
ォ
ロ
ー
オ
ン
（
同
色
宮
項
目
。
ロ
）
訴
訟
）
を
困
難
に
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

リ

1

ニ
エ
ン
シ
l

告
示
で
は
、
制
裁
金
の
減
免
は
「
E
C

条
約
第
八
一
条
違
反
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
る
民
事
法
上
の
諸
結
果
か

（
臼
）

ら
事
業
者
を
保
護
す
る
も
の
で
は
な
い
」
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
和
解
手
続
告
示
に
は
そ
の
よ
う
な
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

和
解
申
請
書
に
は
、
当
事
者
の
違
反
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
の
自
認
が
、
違
反
行
為
の
目
的
、
当
事
者
の
役
割
、
違
反
へ
の
参

（
日
）

加
期
間
な
ど
と
も
に
情
報
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
和
解
申
請
書
が
ど
の
よ
う
に
保
護
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
和
解
手

続
告
示
は
次
の
点
を
示
し
て
い
る
。

第
一
に
、
和
解
に
基
づ
く
異
議
告
知
書
が
出
さ
れ
る
と
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
和
解
申
請
書
へ
の
ア

ク
セ
ス
は
不
可
能
と
な
る
。
同
一
カ
ル
テ
ル
事
件
に
お
い
て
一
部
の
当
事
者
の
み
が
和
解
手
続
を
利
用
す
る
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」
な

（
倒
）

ケ
l

ス
に
お
い
て
は
、
和
解
を
要
請
し
な
か
っ
た
当
事
者
に
和
解
申
請
書
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
建
物
内
で
認
め
ら
れ

る
が
、
コ
ピ
ー
を
と
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
申
立
者
（

8
5

司
E
E
S
Z

）
の
よ
う
な
他
の
当
事
者
に
つ
い
て
は
和
解
申
請
書
へ
の

（
日
）
（
伺
）

（
和
解
手
続
告
示
第
三
五
、
三
六
段
）
。
第
二
に
、
和
解
申
請
書
は
、
同
等
の
保
護
な
ど
一
定
の
要
件
が

ア
ク
セ
ス
は
認
め
ら
れ
な
い

充
た
さ
れ
る
場
合
に
の
み
国
内
競
争
当
局
に
送
付
さ
れ
る

（
和
解
手
続
告
示
第
三
七
段
）
。
第
三
に
、
申
請
者
の
要
請
が
あ
る
場
合
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
口
頭
に
よ
る
和
解
申
請
を
受
諾
す
る
こ
と
が
で
き
、

口
頭
の
和
解
申
請
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
建
物
内
で
記
録
さ
れ

る
（
和
解
手
続
告
示
第
三
八
段
）
。
記
録
さ
れ
た
内
容
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
文
書
と
し
て
扱
わ
れ
、
事
業
者
が
保
持
す
る
文
書
と
は
み

（
町
）
（
伺
）

な
さ
れ
な
い
。
第
四
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
関
係
当
事
者
の
同
音
ゆ
が
な
け
れ
ば
、
国
内
裁
判
所
に
和
解
申
請
書
を
送
付
し
な
い
（
和

解
手
続
告
示
第
三
九
段
）
。



五

結
語
に
代
え
て

和
解
に
よ
り
、
違
反
決
定
手
続
の
迅
速
化
に
対
す
る
「
報
酬
」
が
当
事
者
に
与
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
和
解
当
事
者
の
各
々
に

（
印
）

対
し
、
制
裁
金
額
の
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
一
律
に
減
額
さ
れ
る
（
和
解
手
続
告
示
第
三
二
段
）
。
た
だ
し
、
実
際
の
金
額
が
一
律
に
な

EU 競争法における和解（settlement）手続の導入と課題

る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
制
裁
金
算
定
方
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
違
反
対
象
の
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
以
外

（
河
）

に
と
く
に
多
大
な
売
上
高
を
有
す
る
事
業
者
に
対
し
て
十
分
な
抑
止
効
果
を
確
保
す
る
た
め
、
制
裁
金
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
に
対
し
て
、
和
解
が
達
成
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
増
額
は
二
倍
を
超
え
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
和
解
手
続
告
示
第
三
二
段
）
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
当
事
者
と
和
解
を
達
成
す
る
場
合
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
迅
速
か
つ
効
率
的
な
カ
ル
テ
ル
事
件
の
処

（
冗
）

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
資
源
が
他
の
事
件
に
振
り
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
と

理
に
よ
り
、

く
に
、
異
議
告
知
書
が
出
さ
れ
た
後
の
口
頭
聴
聞
お
よ
び
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
省
略
す
る
こ
と
に
よ
り
達
成
す
る
こ
と
が
図

（
花
）

ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
和
解
手
続
の
間
の
い
か
な
る
時
点
に
お
い
て
も
聴
聞

官
（
件F
O
国
g

江
口
問
。B
8
5

が
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
和
解
手
続
告
示
第
一
八
段
）
。
な
お
、
同
一
カ
ル
テ
ル
事
件
の
一
部
の

当
事
者
の
み
が
和
解
手
続
を
利
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